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地震一口メモ No.111  
 

 

推計震度分布図について 

 
 

今回は、震度５弱以上の地震が発生した場合に、地震発生から約 10～30 分後に気象庁が提供する「推

計震度分布図」について説明します。 

◎どんな図ですか？（図 1 の右の図） 

 実際に震度観測点で観測された震度データをもとに、震度計のないところについても１ｋｍメッシュ

単位で震度を推計し、震度 4 以上の震度の広がりを表した図です。 

◎何に使えますか？ 

強い揺れを観測した領域の広がりの様子を早期に把握することができるため、被害の程度と地域の広

がりの推定や効果的な初動対応の判断に役立つと考えます。 

◎見る方法は？ 

防災情報提供システム（図２：地方自治体等の防災関係機関に限り利用可能）や気象庁のホームペー

ジ http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/suikei/index.html で見ることができます。 

 ◎留意事項はありますか？ 

 地震の際に観測される震度は、ごく近い場所でも地盤の違いなどにより１階級程度異なることがあり

ます。また、このほか震度を推計する際にも誤差が含まれますので、推計された震度と実際の震度が１

階級程度ずれることがあります。このため、個々のメッシュの位置や震度の値ではなく、大きな震度の

面的な広がり具合とその形状に着目してご利用下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害推定や効果的な初

動対応に役立ちます！ 

図 1 2013 年４月 13 日 05 時 33 分 淡路島付近の地震（M6.3、深さ 15km）の例 

（左）観測された震度の分布図            （右）推計震度分布図 
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① ログインすると表示される画面で地震・津波・火山をクリック 

 

② 推計震度分布をクリック 

③ リストで目的 

  の地震を選択 

  

図２ 防災情報提供システムにおける推計震度分布図の表示方法 

詳細図 拡大図 

広域図 


